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皮の処理方法 

（アラスカの場合） 
 
北極の⾈、カヤックにしろウミアックにしろ、もと

は海獣の⽪（主にアザラシの⽪）が張ってありまし
た（アラスカのウミアックは、今も海獣の⽪を使っ
ているものがあります）。その海獣の⽪、そのまま張
ると、⽑の⽣えた重たい⾈になってしまうので、ど
うにかして⽑を抜くわけです。以前、グリーンラン
ドのジョンに⽅法を聞いたところ、かの地の場合、
アザラシの⽪から⽑を抜くためには、⼈間の尿に漬
けておくと⾔っておりました。 

ちなみに⿅の⽪から⽑を抜くには、⽯灰を⽔に溶か
してアルカリ性にして、そこへ漬けておくと、ごっ
そりと抜け落ちます。ただし、⿅⽪に防⽔性は⼀切
ないので、⾈には使えません。 

さて。アラスカのポイントホープという町では、つ
い数年前まで、アゴヒゲアザラシの⽪を張ったウミア
ックが主流でした。今回は、このアゴヒゲアザラシの
⽪の処理⽅法についての解説です。 

最初にお断りしておきますが、これはアラスカのポ
イントホープの⼿法です。町、地域によって、⼿法は
異なる可能性がありますので、ご了承ください。 

アゴヒゲアザラシの猟期は 5 ⽉から 6 ⽉。捕らえた
アゴヒゲ
アザラシ
の⽪を剥
ぎます。
⽪に脂肪
が残らな
いよう、

⽳を開けないように丁寧に作業します。 
剥いだ⽪は、ごみ袋などのいわゆるビニール袋に⼊

れて、海岸の砂に埋めておく、あるいは物置などに 2
ヶ⽉ほど放置しておきます。夏にかけて、気温は 15
度以上になることもあり、袋の中で⽪は熟成されて

いきます。密閉してあるはずなのに、ハエが卵を産
み、ウジが
湧きます。
2 ヶ⽉後、
恐る恐る袋
を開ける
と、強烈な
異臭が⿐を
突きます。
この時点で⽑はかなり抜け落ち、⿊っぽい表⽪も剥
がれています。 

⽪に紐をつ
けて海に投げ
込み、海⽔で
よく洗うこと
で、残った⽑
もほとんど抜
け落ちます。 

この⽪をぶ
ら下げた状態で、わずかに残った⽑や、裏側に残っ
た脂肪を、ウル（扇型のナイフ）を使い、丁寧に落
としてい
きます。
腐ったよ
うなこの
匂い、⼿
につくと
なかなか
取れませ
ん。 

綺麗になったら、あとは乾燥させてしまえば、何年
か保存できます。 

使⽤する際には、しばらく海⽔につけて柔らかくし
て、防⽔スティッチで縫い合わせれば、ウミアック
に張る⽪のできあがりです。 
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